
し
、
ア
ジ
ア
ナ
ン
バ
ー
１
の

総
合
研
磨
材
メ
ー
カ
ー
を
目

指
し
て
い
る
。
単
に
製
品
を

販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、
顧

客
の
悩
み
を
聞
き
、
設
備
や

ノ
ウ
ハ
ウ
も
含
め
て
、
課
題

を
解
決
す
る
シ
ス
テ
ム
を
提

供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

注
力
し
て
い
る
テ
ー
マ

は
。

　

一
つ
は
「
自
動
化
」
だ
。

製
造
現
場
で
は
現
在
、
人
手

不
足
の
深
刻
化
や
作
業
者
の

　

貴
社
が
目
指
し
て
い
る
の

は
。

　
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
」
と
し
て
顧
客

の
た
め
に
な
る
も
の
を
提
供

高
齢
化
な
ど
が
進
み
、
自
動

化
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

る
。
当
社
は
ブ
ラ
ス
ト
研
磨

装
置
と
独
自
の
研
磨
メ
デ
ィ

ア
「
Ｌ
ａ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
（
ラ
ッ

ピ
ン
）」
を
提
供
し
、
こ
れ

ま
で
手
作
業
で
行
っ
て
い
た

研
磨
作
業
の
自
動
化
、
機
械

化
を
提
案
し
て
い
る
。
今
年

10
月
に
は
粗
磨
き
用
研
磨
メ

デ
ィ
ア
を
発
売
し
、
粗
磨
き

か
ら
仕
上
げ
ま
で
一
貫
対
応

し
て
い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
を
組

み
合
わ
せ
た
完
全
自
動
化
か

ら
部
分
的
な
自
動
化
ま
で
顧

客
の
要
望
に
応
じ
た
提
案
を

行
っ
て
い
る
。

　
「
自
動
化
」
の
他
に
は
。

　
「
微
細
化
」
だ
。
近
年
、

部
品
の
微
細
化
や
複
雑
化
な

ど
に
よ
っ
て
、
手
の
届
か
な

い
細
か
い
箇
所
を
磨
き
た
い

い
う
相
談
が
増
え
て
い
る
。

当
社
で
は
先
述
の
ブ
ラ
ス
ト

研
磨
装
置
の
他
、
コ
ン
パ
ウ

ン
ド
な
ど
の
遊
離
砥
粒
を
活

用
し
た
提
案
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
特
に
半
導
体
や
医
療

な
ど
微
細
部
品
が
多
い
分
野

で
需
要
が
高
い
。

三共理化学　冨増  弘社長に聞く

アジアNo.1の総合研磨材
メーカー目指す
「ソリューション・プロバイダー」として

に
強
化
し
て
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

中
長
期
的
な
目
標
は
。

　

一
つ
は
海
外
展
開
を
強
化

す
る
。
海
外
市
場
は
年
率

６
％
ほ
ど
で
伸
び
て
い
く
と

み
て
い
る
。
現
状
の
海
外
比

率
は
20
％
ほ
ど
だ
が
、
今
後

さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
ア
メ
リ

カ
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
次
ぐ
、

海
外
拠
点
の
拡
充
を
検
討
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
も
図
っ
て
い
く
。

フ
ィ
ル
ム
製
品
の
加
工
設
備

な
ど
設
備
投
資
を
行
い
、
生

産
効
率
を
向
上
さ
せ
て
い

る
。
こ
う
し
た
一
連
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
、
24
年
の
売

上
高
を
20
年
比
で
30
％
増
加

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

営
業
面
で
の
取
り
組
み

は
。

　

今
年
４
月
に
全
国
６
か
所

あ
っ
た
営
業
所
を
一
つ
に
集

約
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ー

ル
ス
は
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
で
各

地
の
顧
客
を
回
り
、
イ
ン
サ

イ
ド
セ
ー
ル
ス
と
カ
ス
タ

マ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
本
社
か
ら

顧
客
対
応
や
営
業
支
援
を
行

う
。
営
業
組
織
も
こ
れ
ま
で

の
地
域
密
着
型
か
ら
産
業
別

に
改
め
た
。

　

な
ぜ
か
。

　

シ
ス
テ
ム
提
案
の
事
例
を

全
国
に
水
平
展
開
す
る
た
め

だ
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
密
着

型
の
組
織
だ
と
、
提
案
事
例

を
全
社
で
共
有
す
る
こ
と
が

難
し
か
っ
た
。
金
属
加
工
や

車
両
、
塗
膜
な
ど
の
産
業
別

に
分
け
る
こ
と
で
、
上
手
く

い
っ
た
提
案
を
同
じ
産
業
分

野
に
展
開
し
や
す
く
な
る
と

考
え
て
い
る
。

　

そ
の
他
に
注
力
し
て
い
る

こ
と
は
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環
境
・
社
会
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
）
経
営
だ
。
環

境
負
荷
の
低
い
製
造
体
制
の

構
築
や
女
性
活
躍
の
推
進
、

安
全
性
の
向
上
な
ど
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
後
も
さ
ら

自
動
化
、微
細
化
に
力

　

総
合
研
磨
材
メ
ー
カ
ー
の
三
共
理
化
学
（
埼
玉
県
桶

川
市
、
０
４
８
・
７
８
６
・
２
１
１
８
）
が
２
０
１
９

年
に
投
資
会
社
カ
ー
ラ
イ
ル
グ
ル
ー
プ
（
米
）
の
傘
下

に
入
り
、
２
年
が
経
っ
た
。
海
外
展
開
と
国
内
事
業
基

盤
の
強
化
を
目
的
と
し
た
資
本
提
携
で
、
三
共
理
化
学

は
ど
う
変
化
し
た
の
か
。「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
と
し
て
顧
客
の
た
め
に
な
る
も
の
を
提
供

し
、
ア
ジ
ア
ナ
ン
バ
ー
１
の
総
合
研
磨
材
メ
ー
カ
ー
を

目
指
す
」
と
話
す
冨
増
弘
社
長
に
現
在
注
力
し
て
い
る

取
り
組
み
や
今
後
の
展
開
な
ど
を
聞
い
た
。

　

と
み
ま
す
・
ひ
ろ
し

　

京
都
大
学
卒
業
後
、
米
・
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
ケ

ロ
ッ
グ
経
営
大
学
院
に
て
Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
。
三
菱
製
紙
、
米
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ペ
ー
パ
ー
社
、
日
本
ス
ウ
ェ
ー
ジ

ロ
ッ
ク
Ｆ
Ｓ
Ｔ
な
ど
を
経
て
、
２
０
２
０
年
１
月
三
共
理
化

学
社
長
に
就
任
し
、
現
在
に
至
る
。


